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議事録 

次の会議を開催した。 

会議名 第１２回藤沢市２０４０年問題及び長期ビジョン検討委員会 

開催日 ２０２５年（令和７年）３月２７日（木）１４：４０～１４：５９ 

場 所 本庁舎６階 庁議室 

出席者 行政総務課 

企画政策課長、税制課長、財政課長、防災政策課長、市民自治推進課長、

生涯学習総務課長、福祉総務課長、地域医療推進課長、子育て企画課長、

環境総務課長、産業労働課長、建設総務課長、都市整備課長、道路河川

総務課長、下水道総務課長、病院総務課長、消防総務課長、教育総務課

長（欠席） 

議 事 

 

（１）前回会議の開催結果について 

（２）その他 

内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

（１）前回会議の開催結果について 

≪内容≫ 

 事務局から資料１を確認するよう案内し、詳細説明については省

略。 

≪主な意見等≫ 

 なし。 

 

（２）その他 

・「長期見通しに必要なデータリスト」及び「重点事業に係るＥＢＰ

Ｍ・ＫＰＩの一覧」の更新等について 

≪内容≫ 

 「長期見通しに必要なデータリスト」及び「重点事業に係るＥＢ

ＰＭ・ＫＰＩの一覧」の更新や総合指針事業集への掲載等について

事務局から説明した。 

≪主な意見等≫ 

〇各事業の進捗や予算措置の有無に応じて、一覧にあるＥＢＰＭやＫ

ＰＩを見直す機会はあるか。 

⇒今後状況に応じて見直していくことになると考えているが、最初に

設定したＫＰＩの根拠と、その後どのような状況の変化によって見

直したのか、という点については説明できるようにしておく必要が

ある。 

⇒定期的な修正の機会があるわけではない、という理解で良いか。 

⇒予算の重点化事業レビューや決算、予算編成等のタイミングに合わ
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内 容 せて見直していくことになると考えている。 

〇定性的な評価を行う事業が多い中、数値目標を立て、中間チェック

するという流れで事業を検討することができたので、今後に向けて

良いきっかけになったと感じている。 

⇒施策によっては、必ずしも明確な数値によらず、定性的に成果を説

明ができるものもあると思うので、そのあたりのバランスを取り、

柔軟に対応していくべきものだと考える。 

〇部内ではＥＢＰＭに対する職員の温度差があったように思うが、し

っかりと事業の根拠になる数字を見つけ、ステークホルダーに示し

ていくトレーニングになり、職員にＥＢＰＭのマインドを浸透させ

ていく上で効果があったと感じている。 

⇒新規事業の検討ではバックキャスティングのアプローチも必要で

ある。状況に応じて、柔軟に施策を検討できる体制が構築されるこ

とを期待したい。 

 

・今後の藤沢市２０４０年問題及び長期ビジョン検討委員会の運営

について 

≪内容≫ 

 今後の藤沢市２０４０年問題及び長期ビジョン検討委員会につい

て、時機を見て意見交換を行う会議体として残し、次回の総合指針の

見直しに向けて議論を深めていく予定である旨を事務局から説明し

た。 

≪主な意見等≫ 

 なし。 

 

３ 閉会 

 


